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｢複雑系｣
図2と図3にそれぞれ､TM と平均二乗平均を用いた解析結果を示す｡図2の
左一上半分に注目する｡3psecから6psecにかけての時間帯に黒い三角形が対角線
上に見られる｡このことは､この時間帯に含まれる構造の間の トポグラフィカ
ル距離がお互いに小さいことを意味する｡さらに､この時間帯では､土ネルギ
ー曲面上の単一の谷の中を揺らいでいる可能性が示唆される｡ 一方､図3の左
上に注目する｡この図では3psecから6psecの時間帯には2つに分かれた三角
形が見える｡平均二乗変位を用いるた解析では､この時間帯に含まれる構造は
2つのクラスターにそれぞれ分別されることになる｡
次に､.図2の右下に注目する｡2つの矢印の時間に黒い線が見える｡このこ
とは､この時間の瞬間構造はそれ以前の構造とトポグラフィカル距離が大きい
ことを意味する｡一方､図3右下にはこのような線は見られない｡
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図4 距離の時間変動
ある時間 tから3.4psec後にどれだけ距離が
増えるかをtに対してプロットした図｡実線
がトポグラフィカル距離(功､破線が平均二乗
変位の平方根(dT旧)｡標準偏差0,01m が図左
の矢印の幅になるように描いてある｡図上の
2つの矢印は､図2の2つの矢印に対応して
いる｡
図4に距離の時間変化を示す｡この図から､トポグラフィカル距離が時間に
対して敏感に変動している様子が分かる｡
以上でTMがタンパク質の熱揺らぎの解析に有効であることがわかった｡TM
を用いてさらに長時間の軌跡を解析する予定である｡
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